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R5年度ガイドラインで取り扱うデータ項目の考え方

全国で共通して用いることを想定した「基本連携データ項目」を選定しガイドラインで示していきたい。

① データ項目単体で該当の困難類型を推測できると考えられるものは標準データ項目として先行的に「基本連携データ項

目」に盛り込む。（別紙参照）

➢ これらのデータを横断的に用いることは、データ連携の対象を要支援者に絞り、その情報を重層的かつ迅速に把握しようとするもので

あり、国民の理解も得やすいと考えられることから、先行して標準化の実現を図る。

➢ 具体的な「基本連携データ項目」候補については、こども家庭庁に設置した検討会で早急に案を作成し、モデル団体における実証

事業において活用する。

② その他の、支援対象の判定に寄与すると考えられる「有望なデータ項目」については、継続的にデータの蓄積・分析を行い、

結論の出たものから「基本連携データ項目」に盛り込む。

➢ 個別の自治体のデータでは統計的に有意な結果を得るうえで十分なサンプルサイズとならない可能性があることから、類似のデータ項

目については、可能な限り同一のデータ項目とする方向で調整する。
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検討段階においては、未確定情報であったため、ガイドライン及び成果報告書を
参照されたい。
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基本連携データ項目案 詳細

検討段階においては、未確定情報であったため、ガイドライン及び成果報告書を
参照されたい。
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（参考）実証事業における検証イメージ

実証事業参画団体には基本連携データ項目による支援が必要なこどもの把握に向けた検証にご協力いただく予定。

検証フローは下記を想定。

検証観点
Ex)

✓何人抽出されたか。

✓そのうち既に何らかの支援が進行中だった

人数は何人か。

✓本取組で新たに支援の強化（新規支援、

支援方針の見直し、支援の再開等）が必

要と判断した人数は何人か。

など。

要対協登
録歴あり

手当受給
あり

欠席
30日以上

3歳児健
診歴なし

・・・・

Aさん ✔ ✔ ✔

Bさん ✔

Cさん ✔ ✔

Dさん ✔

Eさん ✔ ✔

児童扶養
手当システム

校務
システム

要対協
システム

健康管理シ
ステム

要対協登録歴あり

手当受給あり

欠席30日以上

3歳児健診歴なし

エクセル等

①基本連携データ項目を抽出 ②基本連携データ項目に該当するこどもを一覧化 ③支援状況および実態を把握。



資料公開における留意事項

•地方公共団体やNPO・民間団体等の特定の機関の非公開情報等が
含まれたものは、非公開とさせていただきます。

•非公開を前提とした意見や機微性が高い情報は公開することにより、誤
解を生じさせるおそれがあるため、非公開とさせていただきます。検討結果
はガイドラインや成果報告書をご参照ください。

•各資料に記載している内容は、当該ガイドライン検討会実施時点の内
容となります。
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